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1.  平成22年11月期第2四半期の連結業績（平成21年12月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第2四半期 24,469 7.4 241 ― 277 ― 69 ―

21年11月期第2四半期 22,781 ― 12 ― △395 ― △473 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年11月期第2四半期 2.87 ―

21年11月期第2四半期 △19.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第2四半期 30,813 11,371 36.9 472.56
21年11月期 30,744 11,304 36.8 469.74

（参考） 自己資本   22年11月期第2四半期  11,371百万円 21年11月期  11,304百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

22年11月期 ― 3.00

22年11月期 
（予想）

― 3.00 6.00

3.  平成22年11月期の連結業績予想（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,600 5.5 530 76.2 640 633.2 250 ― 10.39



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後 
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年11月期第2四半期 24,293,117株 21年11月期  24,293,117株

② 期末自己株式数 22年11月期第2四半期  228,860株 21年11月期  226,969株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年11月期第2四半期 24,065,231株 21年11月期第2四半期 24,070,514株



当第２四半期連結累計期間（平成21年12月1日～平成22年5月31日）におけるわが国経済は、輸出の増加や経済対策

の効果などにより緩やかな景気回復の兆しが見られるものの、雇用環境の悪化や個人消費の低迷などにより引き続き

厳しい経営環境で推移しました。 

このような状況のもと、当社グループでは、外部環境・内部要因の変化にスピード感をもって対応すべく、当社グ

ループの「つよみ」を活かした総合力の発揮による事業領域の拡大、収益構造の改善に向けた活動に注力してまいり

ました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は２４４億６千９百万円(前年同期比7.4％増)、営業利益は２億４

千１百万円(前年同期は１千２百万円の営業利益)、経常利益は２億７千７百万円(前年同期は３億９千５百万円の経

常損失)、四半期純利益は６千９百万円(前年同期は４億７千３百万円の四半期純損失)となりました。 

  

次に事業の種類別セグメントの概況につきご報告申し上げます。 

  

【医薬品事業】 

医療用医薬品は、政府のジェネリック医薬品使用促進策や積極的な調剤薬局の開拓により、主力の外皮用剤や緩下

剤が順調に推移いたしました。一方、昨年流行の新型インフルエンザの終息によりポビドンヨード製剤や速乾式手指

消毒剤などの消毒剤は低調に推移いたしました。 

一般用医薬品は、連結子会社のビタミンC末や提携品の外皮用剤は順調に推移し、新たに剤形追加されたロ－ショ

ン剤も伸長いたしました。また、自社企画型商品や新規取扱商品の拡販に取り組んでまいりましたが、季節品である

総合感冒薬や鼻炎治療薬、目薬などが天候不順の影響を受け低調に推移し、既存品の低迷をカバーするには至りませ

んでした。 

この結果、当事業全体の売上高は８７億８千３百万円(同1.1％増)、営業損失は４千７百万円（前年同期は１億６

千８百万円の営業損失）となりました。 

  

【医薬・香粧原料事業】 

医療用医薬品原料は、主力の解熱鎮痛剤や抗アレルギー剤は堅調に推移いたしました。また、後発医薬品調剤体制

加算によりジェネリック医薬品原料も順調に推移いたしました。一般用医薬品原料は、主力の鼻炎用血管収縮剤が海

外の需要拡大に支えられ伸長いたしましたが、ビタミンＢ2誘導体は、市場の価格競争の影響を受け低調に推移いた

しました。 

化粧品市場は、低価格帯製品への消費動向が依然続いており、中・高価格帯製品向け主力原料は低調に推移したも

のの、受託加工品や海外からの製品輸入は好調に推移いたしました。また、新規取引先及び事業領域の拡大にも成果

が見られました。 

健康食品原料は、消費者認知度の高い美容・アイケア・関節関連素材の安定納入及びリニューアル提案が奏功し伸

長いたしました。 

この結果、当事業全体の売上高は８９億８千１百万円(同3.3％増)、営業利益は４億９千万円（同10.0％減）とな

りました。 

  

【化成品事業】 

関連会社のめっき薬品は、韓国・台湾企業向け輸出や、中国をはじめアジア諸国に製造拠点を置く日系のプリント

配線板・電子部品・半導体メーカー向けの輸出が好調で、国内でも徐々にではありますが回復傾向にあります。ま

た、化学品原料もめっき薬品向け・機能樹脂向けが回復傾向にあり、塩ビ安定剤原料や溶剤関連原料は好調に推移い

たしました。 

連結子会社の医薬中間体は、価格競争の煽りを受け低調に推移し、特殊化成品は、ポリマー重合触媒が顧客の在庫

調整により大幅に落ち込みましたが、大型新製品の受託が具体化し伸長いたしました。 

この結果、当事業全体の売上高は４７億１千２百万円(同35.4％増)、営業利益は６千万円（前年同期は６千６百万

円の営業損失）となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報



【食品原料事業】 

関連会社製品は、調理・調味食品市場をターゲットとしたビーフ系調味料の新製品を上市いたしました。粉末加工

を主体とした受託ビジネスの新規獲得が計画を下回り全体の回復には至りませんでした。 

輸入原料は、農産加工品が家庭用製品向けに伸長し、アミノ酸調味料の新規販売も下期成果へ向け進展いたしまし

た。しかしながら、主力の酵母エキス製品が、粗原料の高騰を主因とした大幅値上げの影響を受け、低調に推移いた

しました。 

この結果、当事業全体の売上高は１９億９千１百万円(同4.1％増)、営業利益は６千１百万円（同29.4％減）とな

りました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産額３０８億１千３百万円（前連結会計年度末比６

千９百万円増）、負債合計１９４億４千２百万円（同２百万円増）、純資産は１１３億７千１百万円（同６千６百万

円増）となりました。総資産の増加の主な理由は、商品及び製品の減少７千５百万円、投資有価証券の増加１億４千

９百万円によるものです。負債合計の増加の主な理由は支払手形及び買掛金の減少５億２千９百万円、短期借入金の

増加５億円、によるものです。純資産の増加の主な理由はその他有価証券評価差額金の増加８千３百万円、為替換算

調整勘定の減少１千４百万円によるものです。 

  

キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは減少、投資活動によるキャッシュ・フローは減少、財務活動によるキャッシュ・フローは増加、これに

現金及び現金同等物に係る換算差額を加えた全体で３百万円の増加となり、当第２四半期連結累計期間末における資

金残高は１６億８千３百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間において営業活動により減少した資金は１億６千４百万円となりました。これは、主

に、税金等調整前四半期純利益２億６千５百万円、減価償却費２億５千万円、退職給付引当金の増加額６千６百万

円、仕入債務の減少額５億２千９百万円、法人税等の支払額２億１千２百万円によるものであります。 

  

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）  

当第２四半期連結累計期間における投資活動により減少した資金は１億２千６百万円となりました。これは、主

に、有形固定資産の取得による支出１億１千９百万円、無形固定資産の取得による支出１千７百万円によるものであ

ります。 

  

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動により増加した資金は２億９千９百万円となりました。これは、主

に、短期借入金の純増加額５億円、長期借入金の返済による支出１億２千万円、配当金の支払額７千１百万円による

ものであります。 

   

２．連結財政状態に関する定性的情報



  

平成22年11月期の業績につきましては、平成22年7月7日に公表しました業績予想に変更はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定し

ております。  

  

四半期連結損益計算書の表示方法の変更 

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は

営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。な

お、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は16,953千円であります。

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,683,383 1,679,861

受取手形及び売掛金 13,980,539 14,028,449

商品及び製品 2,766,154 2,841,321

仕掛品 659,772 621,034

原材料及び貯蔵品 415,200 350,912

その他 534,044 536,655

貸倒引当金 △57,650 △42,603

流動資産合計 19,981,444 20,015,631

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,687,589 5,694,344

減価償却累計額 △3,715,763 △3,731,167

建物及び構築物（純額） 1,971,826 1,963,176

機械装置及び運搬具 6,211,600 6,217,765

減価償却累計額 △5,716,504 △5,652,081

機械装置及び運搬具（純額） 495,096 565,684

土地 2,534,279 2,534,279

その他 1,077,204 1,073,750

減価償却累計額 △851,778 △834,312

その他（純額） 225,425 239,437

有形固定資産合計 5,226,627 5,302,578

無形固定資産 310,395 356,963

投資その他の資産   

投資有価証券 4,348,662 4,199,329

その他 1,048,755 948,092

貸倒引当金 △101,992 △78,423

投資その他の資産合計 5,295,425 5,068,998

固定資産合計 10,832,449 10,728,540

資産合計 30,813,893 30,744,171



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,721,471 12,250,745

短期借入金 4,240,000 3,740,000

未払費用 936,631 866,770

未払法人税等 220,089 227,628

その他 206,119 241,210

流動負債合計 17,324,312 17,326,354

固定負債   

長期借入金 860,000 980,000

退職給付引当金 721,634 655,621

その他 536,146 477,312

固定負債合計 2,117,780 2,112,933

負債合計 19,442,093 19,439,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,572,382 2,572,382

資本剰余金 2,088,222 2,088,222

利益剰余金 6,574,227 6,577,519

自己株式 △54,302 △53,857

株主資本合計 11,180,529 11,184,267

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 251,055 167,361

繰延ヘッジ損益 △7,246 △8,462

為替換算調整勘定 △52,539 △38,283

評価・換算差額等合計 191,270 120,616

純資産合計 11,371,800 11,304,883

負債純資産合計 30,813,893 30,744,171



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 22,781,390 24,469,375

売上原価 19,522,727 20,882,256

売上総利益 3,258,663 3,587,119

販売費及び一般管理費 3,246,623 3,345,775

営業利益 12,040 241,343

営業外収益   

受取利息 2,417 1,069

受取配当金 11,541 11,878

受取賃貸料 － 29,967

持分法による投資利益 － 49,413

受託研究収入 33,521 4,020

その他 64,601 34,227

営業外収益合計 112,081 130,575

営業外費用   

支払利息 35,470 28,228

持分法による投資損失 468,052 －

貸倒引当金繰入額 － 38,700

その他 16,162 27,549

営業外費用合計 519,686 94,477

経常利益又は経常損失（△） △395,564 277,441

特別利益   

クレーム補償金 － 12,196

作業くず売却益 － 51,980

投資有価証券売却益 344 5,924

特別利益合計 344 70,101

特別損失   

固定資産処分損 1,054 7,556

投資有価証券評価損 464 －

確定拠出年金移行損 － 49,518

減損損失 20,361 24,571

特別損失合計 21,880 81,646

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△417,100 265,896

過年度法人税等 － 57,237

法人税、住民税及び事業税 34,098 154,834

法人税等調整額 22,490 △15,271

法人税等合計 56,589 196,800

四半期純利益又は四半期純損失（△） △473,689 69,096



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△417,100 265,896

減価償却費 243,760 250,999

持分法による投資損益（△は益） 468,052 △49,413

減損損失 20,361 24,571

退職給付引当金の増減額（△は減少） △61,250 66,012

貸倒引当金の増減額（△は減少） 109,639 38,615

受取利息及び受取配当金 △13,958 △12,947

支払利息 35,470 28,228

売上債権の増減額（△は増加） 1,467,441 47,910

たな卸資産の増減額（△は増加） 125,066 △27,859

仕入債務の増減額（△は減少） △1,897,933 △529,274

未払費用の増減額（△は減少） △67,589 69,979

その他 △9,020 △130,331

小計 2,939 42,387

利息及び配当金の受取額 60,027 34,095

利息の支払額 △34,266 △28,346

役員退職慰労金の支払額 △7,520 －

法人税等の支払額 △20,012 △212,254

法人税等の還付額 61,106 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 62,275 △164,118

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △90,177 △119,294

無形固定資産の取得による支出 △25,798 △17,110

投資有価証券の取得による支出 △9,391 △4,617

その他 △415 14,448

投資活動によるキャッシュ・フロー △125,783 △126,573

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △120,000 △120,000

配当金の支払額 △69,067 △71,835

その他 △3,949 △8,603

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,983 299,560

現金及び現金同等物に係る換算差額 642 △5,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △55,881 3,522

現金及び現金同等物の期首残高 1,479,601 1,679,861

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,423,719 1,683,383



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年５月31日） 

 （注）１. 事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

 事業は製品の種類及び販売経路の類似性によりセグメンテーションしております。 

２. 第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用しております。 

    この結果、従来の方法によった場合に比べ、営業利益は「医薬品」で16,293千円、「医薬・香粧原料」

で50,584千円、「化成品」で37,741千円、「食品」で4,458千円減少しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
医薬品 
（千円） 

医薬・香
粧原料 
（千円） 

化成品
（千円） 

食品原料
（千円） 

計
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 8,692,294  8,695,798  3,480,269  1,913,027  22,781,390 －  22,781,390

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －     241,867 － －  241,867  (241,867) － 

計  8,692,294  8,937,665  3,480,269  1,913,027  23,023,257  (241,867)  22,781,390

営業利益（又は営業損失）  △168,759  544,510  △66,523  87,680  396,908  (384,868)  12,040

事業区分 主要な製品

医薬品 医療用、一般用、動物用及び体外診断用医薬品、検査用試薬 

医薬・香粧原料 医薬品原料、香粧原料 

化成品 電子工業用薬品、表面処理薬品、化成品 

食品原料 天然調味料、乾燥野菜、乳製品、果実・茶の加工品 



当第２四半期連結累計期間（自平成21年12月１日 至平成22年５月31日） 

 （注）  事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

 事業は製品の種類及び販売経路の類似性によりセグメンテーションしております。 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年５月31日）及び当第２四半期連結累計期間(自平

成21年12月１日 至平成22年５月31日)において四半期報告書提出会社及び連結子会社は、同一の本国に所在し本

邦以外の国又は地域に所在する連結子会社の売上がないため、該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年５月31日）及び当第２四半期連結累計期間(自平

成21年12月１日 至平成22年５月31日)の海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しておりま

す。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  
医薬品 
（千円） 

医薬・香
粧原料 
（千円） 

化成品
（千円） 

食品原料
（千円） 

計
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 8,783,566  8,981,173  4,712,721  1,991,912  24,469,375 －  24,469,375

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －     229,033 － －  229,033  (229,033) － 

計  8,783,566  9,210,207  4,712,721  1,991,912  24,698,409  (229,033)  24,469,375

営業利益（又は営業損失）  △47,874  490,292  60,681  61,923  565,022  (323,678)  241,343

事業区分 主要な製品  

医薬品 医療用、一般用、動物用及び体外診断用医薬品、検査用試薬 

医薬・香粧原料 医薬品原料、香粧原料 

化成品 電子工業用薬品、表面処理薬品、化成品 

食品原料 天然調味料、乾燥野菜、乳製品、果実・茶の加工品 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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